



Perspectives on Project-Based Learning: 




A study of PBL programs in place at Mie University has revealed a number of issues we need to 
discuss before adopting PBL. This paper describes the issues and introduces perspectives on PBL 
































































































めでとう――三重大学アカデミックフェア 2009にて」2009年 2月 18日。<http://www.mie-u.ac.jp/
blog/2009/02/2009-1.html>








































































































（図 -3）人文学部の学生用自習スペース （図 -4）自習スペースに併設された自販機と電子レンジ
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対して中立的な立場を保ちつつ，深い議論が行えるように調整するファシリテーターとして
の能力や，学生自らが学習し成長できるような環境や人間関係を作り出すコーチングの技能
などが考えられる。これらの資質を要請するための研修会などが適宜開催されるべきである。
　第四に，授業時間外の学習環境の整備を行うべきである。学内施設の空いたスペースや図
書館を活用して，ラーニング・スタジオ
（15）
やラーニング・コモンズの設置を進めたり，既存の
自習室や空き部屋に関する情報提供を行うべきであろう。
　通常，課題解決型学習には，地域や工場などを対象としたフィールド調査が向いていると
考えられがちである。しかし，「座学と実践の組み合わせ」という観点から柔軟に取り組めば，
全ての講義が課題解決型学習の対象となりうる。むしろ，日常生活からかけ離れて見えるよ
うな，経済原論や思想・哲学などの抽象的な内容を取り扱う講義にこそ，課題解決型学習の
可能性が存在しているのではないだろうか。
（15）ラーニング・スタジオとは，ラーニング・コモンズと同様の学習が行えるように整備された教室のこ
とである。これらの新たな学習施設については，山内祐平編『学びの空間が大学を変える――ラーニング
スタジオ／ラーニングコモンズ／コミュニケーションスペースの展開』ボイックス，2010年，を参照さ
れたい。

